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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年6月6日(2013.6.6)

【公表番号】特表2012-525454(P2012-525454A)
【公表日】平成24年10月22日(2012.10.22)
【年通号数】公開・登録公報2012-043
【出願番号】特願2012-507674(P2012-507674)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   2/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ   2/04    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   2/18    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年4月16日(2013.4.16)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）少なくとも部分的に中和されていてよい、少なくとも１つの、酸基を有するエチレ
ン系不飽和モノマー、
ｂ）少なくとも１つの架橋剤、
ｃ）少なくとも１つの開始剤、
ｄ）場合によってはａ）に記載されたモノマーと共重合可能な１つ以上のエチレン系不飽
和モノマーおよび
ｅ）場合によっては１つ以上の水溶性ポリマーを含有するモノマー溶液またはモノマー懸
濁液を重合することにより、吸水性ポリマー粒子を製造するための方法であって、
その際金属不純物は、吸水性ポリマー粒子を含有する生成物のマスフローから磁気分離装
置を用いて分離され、この磁気分離装置は、棒磁石から構成されており、この棒磁石は、
スリーブとこのスリーブ中に存在する磁性材料とからなり、およびこのスリーブは、磁性
材料と取り外し不可能であるように結合されている、前記方法において、
このスリーブが吸水性ポリマー粒子に直接接触していてよく、吸水性ポリマー粒子が少な
くとも１つの界面活性剤を含有することを特徴とする、前記方法。
【請求項２】
　生成物のマスフローは、３０～９０℃の温度を有する、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　生成物のマスフロー中の吸水性ポリマー粒子は、１～２０質量％の湿分含量を有する、
請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
　吸水性ポリマー粒子の湿分含量を、磁気分離装置の上流で増加させる、請求項１から３
までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　磁気分離装置の単位面積当たりの負荷量は、２～１５ｇ／ｃｍ2ｓである、請求項１か
ら４までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
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　棒磁石は、５～３０ｍｍの直径を有する、請求項１から５までのいずれか１項に記載の
方法。
【請求項７】
　棒磁石間の間隙幅は、５～３０ｍｍである、請求項１から６までのいずれか１項に記載
の方法。
【請求項８】
　吸水性ポリマー粒子の少なくとも９５質量％は、少なくとも１５０μｍの粒度を有する
、請求項１から７までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　吸水性ポリマー粒子の少なくとも９５質量％は、最大で６００μｍの粒度を有する、請
求項１から８までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　吸水性ポリマー粒子は、少なくとも１５ｇ／ｇの遠心分離保持能を有する、請求項１か
ら９までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　金属不純物を、吸水性ポリマー粒子を含有する生成物のマスフローから磁気分離装置を
用いて分離する方法であって、この磁気分離装置は、棒磁石から構成され、この棒磁石は
、スリーブとこのスリーブ中に存在する磁性材料とからなり、およびこのスリーブは、磁
性材料と取り外し不可能であるように結合されている、前記方法において、
このスリーブが吸水性ポリマー粒子に直接接触していてよく、吸水性ポリマー粒子が少な
くとも１つの界面活性剤を含有することを特徴とする、前記方法。
【請求項１２】
　吸水性ポリマー粒子は、少なくとも１５ｇ／ｇの遠心分離保持能を有する、請求項１１
記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００１】
　本発明は、吸水性ポリマー粒子を含有する生成物のマスフローから棒磁石を用いて金属
不純物を分離する方法に関し、この場合このポリマー粒子は、界面活性剤を含有し、およ
び棒磁石との直接的な接触を有する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
　吸水性ポリマー粒子の性質は、例えば使用される架橋剤量により調節されることができ
る。架橋剤量が上昇すると、遠心分離保持能（ＣＲＣ）は低下し、２１．０ｇ／ｍ2の圧
力（ＡＵＬ０．３ｐｓｉ）下での吸収は、最大を突破する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　おむつにおける使用特性、例えば膨潤されたゲルベッド（ＳＦＣ）の透過率および４９
．２ｇ／ｃｍ2の圧力下での吸収率の改善のために、吸水性ポリマー粒子は、通常、表面
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後架橋される。それによって、粒子表面の架橋度が上昇し、それにより４９．２ｇ／ｃｍ
2の圧力（ＡＵＬ０．７ｐｓｉ）下での吸収率および遠心分離保持能（ＣＲＣ）は、少な
くとも部分的にデカップルされうる。この表面後架橋は、水性ゲル相中で実施されてよい
。しかし、好ましくは、乾燥され、微粉砕されおよび篩別されたポリマー粒子（ベースポ
リマー）の表面が表面後架橋剤で被覆され、加熱により表面後架橋され、および乾燥され
る。そのために適した架橋剤は、吸水性ポリマー粒子の少なくとも２個のカルボキシレー
ト基との共有結合を形成しうる化合物である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　欧州特許出願公開第１４２２２５７号明細書Ａ１には、吸水性ポリマー粒子を含有する
生成物のマスフローから磁気分離装置を用いて不純物を分離する方法が記載されている。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　この課題は、
ａ）少なくとも部分的に中和されていてよい、少なくとも１つの、酸基を有するエチレン
系不飽和モノマー、
ｂ）少なくとも１つの架橋剤、
ｃ）少なくとも１つの開始剤、
ｄ）場合によってはａ）に記載されたモノマーと共重合可能な１つ以上のエチレン系不飽
和モノマーおよび
ｅ）場合によっては１つ以上の水溶性ポリマーを含有するモノマー溶液またはモノマー懸
濁液を重合させることによって吸水性ポリマー粒子を製造するための方法であって、その
際金属不純物は、吸水性ポリマー粒子を含有する生成物のマスフローから磁気分離装置を
用いて分離され、この磁気分離装置は、棒磁石から構成されており、この棒磁石は、スリ
ーブとこのスリーブ中に存在する磁性材料とからなり、およびこのスリーブは、磁性材料
と取り外し不可能であるように結合されている、吸水性ポリマー粒子を製造するための方
法において、このスリーブが吸水性ポリマー粒子に直接接触していてよく、吸水性ポリマ
ー粒子が少なくとも１つの界面活性剤を含有することを特徴とする、吸水性ポリマー粒子
を製造するための方法によって解決された。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　棒磁石は、運転中に金属不純物ならびに付着する吸水性ポリマー粒子で負荷され、した
がって規則的に清浄化されなければならない。そのために、棒磁石は、生成物のマスフロ
ーから除去され、付着する金属不純物ならびに吸水性ポリマー粒子は、例えば吸込掃除機
を用いて除去される。この場合、棒磁石を清浄化するのが極めて困難であることは、不利
である。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書



(4) JP 2012-525454 A5 2013.6.6

【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　生成物のマスフローの温度は、特に３０～９０℃、特に有利に４０～８０℃、殊に有利
に５０～７０℃である。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２６】
　生成物のマスフローの吸水性ポリマー粒子の湿分含量は、特に１～２０質量％、特に有
利に２～１０質量％、殊に有利に２．５～５質量％であり、ＥＤＡＮＡによって推奨され
た試験方法Ｎｏ．ＷＳＰ　２３０．２－０５"Ｍｏｉｓｔｕｒｅ　Ｃｏｎｔｅｎｔ"により
測定される。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　生成物のマスフローは、さらになお１つのガス流、例えば空気または工業用窒素を含ん
でいてよい。ガス流は、特に５ｇ／ｋｇ未満、特に有利に４ｇ／ｋｇ未満、殊に有利に３
ｇ／ｋｇ未満の含水量を有する。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　生成物のマスフローの高すぎる速度は、同様に磁気分離装置の堆積率を低下させる。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　吸水性ポリマー粒子は、モノマー溶液またはモノマー懸濁液の重合によって製造され、
通常、水不溶性である。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
　モノマー溶液は、それぞれ中和されていないモノマーａ）に対して特に２５０質量ｐｐ
ｍまで、有利に最大１３０質量ｐｐｍ、特に有利に最大７０質量ｐｐｍ、有利に少なくと
も１０質量ｐｐｍ、特に有利に少なくとも３０質量ｐｐｍ、殊に５０質量ｐｐｍのヒドロ
キノン半エーテルを含有する。例えば、このモノマー溶液の製造のために、ヒドロキノン
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半エーテルを相応する量で含有する、酸基を有するエチレン系不飽和モノマーを使用する
ことができる。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６５】
　酸基を有するエチレン系不飽和モノマーａ）と共重合可能なエチレン系不飽和モノマー
ｄ）は、例えばアクリルアミド、メタクリルアミド、ヒドロキシエチルアクリレート、ヒ
ドロキシエチルメタクリレート、ジメチルアミノエチルメタクリレート、ジメチルアミノ
エチルアクリレート、ジメチルアミノプロピルアクリレート、ジエチルアミノプロピルア
クリレート、ジメチルアミノエチルメタクリレート、ジエチルアミノエチルメタクリレー
トである。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８１】
　小さすぎるポリマー粒子が極めて早期に、例えば既にモノマー溶液に添加された場合に
は、それによって得られた吸水性ポリマー粒子の遠心分離保持能（ＣＲＣ）は、低下され
る。しかし、これは、例えば使用量を架橋剤ｂ）に適合させることによって補償されるこ
とができる。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０５】
　本発明による方法により製造された吸水性ポリマー粒子は、特に０～１５質量％、特に
有利に０．２～１０質量％、殊に有利に０．５～８質量％の湿分含量を有し、この場合、
含水量は、ＥＤＡＮＡ（Ｅｕｒｏｐｅａｎ　Ｄｉｓｐｏｓａｂｌｅｓ　ａｎｄ　Ｎｏｎｗ
ｏｖｅｎｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）によって推奨された試験法Ｎｏ．ＷＳＰ２３０．
２－０５"湿分含量Ｍｏｉｓｔｕｒｅ　Ｃｏｎｔｅｎｔ"により測定される。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０６】
　本発明による方法により得られる吸水性ポリマー粒子は、典型的には少なくとも１５ｇ
/ｇ、特に少なくとも２０ｇ/ｇ、有利に少なくとも２２ｇ/ｇ、特に有利に少なくとも２
４ｇ/ｇ、殊に有利に少なくとも２６ｇ/ｇの遠心分離保持容量（ＣＲＣ）を有する。吸水
性ポリマー粒子の遠心分離保持能（ＣＲＣ）は、通常、６０ｇ／ｇ未満である。この遠心
分離保持能（ＣＲＣ）は、ＥＤＡＮＡ（Ｅｕｒｏｐｅａｎ　Ｄｉｓｐｏｓａｂｌｅｓ　ａ
ｎｄ　Ｎｏｎｗｏｖｅｎｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）によって推奨された試験法Ｎｏ．
ＷＳＰ２４１．２－０５"遠心分離保持能Ｃｅｎｔｒｉｆｕｇｅ　Ｒｅｔｅｎｔｉｏｎ　
Ｃａｐａｄｉｔｙ"により測定される。
【誤訳訂正１８】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０７】
　本発明による方法により得られる吸水性ポリマー粒子は、４９．２ｇ／ｃｍ2の圧力下
で、典型的には少なくとも１５ｇ/ｇ、特に少なくとも２０ｇ/ｇ、有利に少なくとも２２
ｇ/ｇ、特に有利に少なくとも２４ｇ/ｇ、殊に有利に少なくとも２６ｇ/ｇの吸収量を有
する。吸水性ポリマー粒子の４９．２ｇ／ｃｍ2の圧力下での吸収量は、通常、３５ｇ／
ｇである。４９．２ｇ／ｃｍ2の圧力下での吸収量は、ＥＤＡＮＡ（Ｅｕｒｏｐｅａｎ　
Ｄｉｓｐｏｓａｂｌｅｓ　ａｎｄ　Ｎｏｎｗｏｖｅｎｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）によ
って推奨された試験法Ｎｏ．ＷＳＰ２４２．２－０５"圧力下での吸収Ａｂｓｏｒｐｔｉ
ｏｎ　ｕｎｄｅｒ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ"と同様に測定され、この場合には、２１．０ｇ／
ｃｍ2の圧力の代わりに、圧力は、４９．２ｇ／ｃｍ2に調節される。
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